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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】保水性、通気性および通水性を有する培地を供
えた植物栽培システムを提供する。
【解決手段】複数の親水性構造体が隣接する他の親水性
構造体２との間に空隙を有するように配置されてなる、
保水性、通気性および通水性の優れた培地を有する植物
栽培システムの提供。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の親水性構造体を少なくとも備える植物栽培システムであって、該親水性構造体が
隣接する他の親水性構造体との間に空隙を有するように配置されてなる培地を有し、該培
地にて植物を該親水性構造体の表面に密着させて栽培する、上記植物栽培システム。
【請求項２】
　親水性構造体が着色されている、請求項１記載の植物栽培システム。
【請求項３】
　親水性構造体が養分を含む、請求項１または２記載の植物栽培システム。
【請求項４】
　親水性構造体が分子架橋構造を有する、請求項１～３のいずれか１項記載の植物栽培シ
ステム。
【請求項５】
　親水性構造体が内部に疎水性構造体を有する、請求項１～４のいずれか１項記載の植物
栽培システム。
【請求項６】
　培地が親水性構造体に加えて、一または複数の空隙構造体を有する、請求項１～５のい
ずれか１項記載の植物栽培システム。
【請求項７】
　培地を収容するための収容部を備える、請求項１～６のいずれか１項記載の植物栽培シ
ステム。
【請求項８】
　収容部が防水性を有する、請求項７記載の植物栽培システム。
【請求項９】
　複数の親水性構造体が隣接する他の親水性構造体との間に空隙を有するように配置され
てなる、植物栽培用培地。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の親水性構造体が隣接する他の親水性構造体との間に空隙を有するよう
に配置されてなる、保水性、通気性および通水性の優れた培地を有する植物栽培システム
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、地球温暖化による異常気象や水不足の影響により、降雨依存型の従来の露地栽培
が難しくなり、安定して農作物の計画生産が可能な施設栽培農業が注目されている。施設
栽培農業は水耕栽培と養液土耕栽培に大きく分類される。しかしながら、水耕栽培は設備
コストが高い、得られる農作物の味がおいしくない、細菌やウイルスに感染しやすいなど
の問題を有している。また養液土耕栽培は、線虫や病害細菌および化学肥料などによる土
壌汚染がもたらす植物汚染、また植物体への養液供給量の制御が困難であることなどの問
題を有している。
【０００３】
　そこでこれらの問題点を解決すべく、植物体を栽培するための新たな植物栽培システム
が開発されている。
【０００４】
　特許文献１には、親水性フィルムを培地として用いる植物栽培システムが記載される。
当該植物栽培システムにおいては親水性フィルム上面にて直接植物体を栽培することによ
って、水耕栽培のように水または養液を収容する水槽を設置することなく、また養液土耕
栽培のように土壌と植物体が直接的に接することなく植物体を生育することができるため
に、低コストで安全な農作物を生産することができる。
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【０００５】
　また特許文献２に発泡ガラス粒を培地として用いる、溶液栽培（水耕栽培）用の植物栽
培システムが記載される。当該植物栽培システムにおける発泡ガラス粒は、従来の培地（
有機培地や無機培地）と比べて極めて長期間にわたって使用することが可能であり培地交
換によるコストや手間を抑えることができる。
【０００６】
　しかしながら、前者のシステムでは親水性フィルムの下面に潅水を補助するための吸水
性材料が密接して配置されており、フィルム下面の通気性が乏しいものとなっていた。さ
らに、フィルムを跨いでの通気性が乏しいものとなっていた。また後者のシステムでは、
発泡ガラス粒の内部に空隙を設け、培地内の保水性または通気性および通水性を確保して
いるが、空隙を大きくすると保水性を確保できず、逆に空隙を小さくすると通気性などを
確保することができず、保水性と通気性などを共に獲得することは困難であった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特許第4142725号公報
【特許文献２】特開2002-171851号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は保水性、通気性および通水性を有する培地を供えた植物栽培システムを提供す
る。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明者らは、上記課題を解決すべく、鋭意検討した結果、複数の親水性構造体が隣接
する他の親水性構造体との間に空隙を有するように配置されてなる培地が、優れた保水性
、通気性および通水性を有することを見出し、本発明を完成させるに至った。
【００１０】
　すなわち、本発明は以下のとおりである。
［１］　複数の親水性構造体を少なくとも備える植物栽培システムであって、該親水性構
造体が隣接する他の親水性構造体との間に空隙を有するように配置されてなる培地を有し
、該培地にて植物を該親水性構造体の表面に密着させて栽培する、上記植物栽培システム
。
［２］　親水性構造体が着色されている、［１］の植物栽培システム。
［３］　親水性構造体が養分を含む、［１］または［２］の植物栽培システム。
［４］　親水性構造体が分子架橋構造を有する、［１］～［３］のいずれかの植物栽培シ
ステム。
［５］　親水性構造体が内部に疎水性構造体を有する、［１］～［４］のいずれかの植物
栽培システム。
［６］　培地が親水性構造体に加えて、一または複数の空隙構造体を有する、［１］～［
５］のいずれかの植物栽培システム。
［７］　培地を収容するための収容部を備える、［１］～［６］のいずれかの植物栽培シ
ステム。
［８］　収容部が防水性を有する、［７］の植物栽培システム。
［９］　複数の親水性構造体が隣接する他の親水性構造体との間に空隙を有するように配
置されてなる、植物栽培用培地。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、保水性、通気性および通水性を有する培地を供えた植物栽培システム
を提供することが可能である。
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【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１は、複数の親水性構造体が隣接する他の親水性構造体との間に空隙を有する
ように配置されてなる培地を備える植物栽培システムの模式図を示す。
【図２】図２は、球状の空隙構造体の模式図を示す。
【図３】図３は、収容部を備える植物栽培システムの模式図を示す。
【図４】図４は、空隙構造体、収容部および潅水装置を備える植物栽培システムの模式図
を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明を図面を参照して詳細に説明する。ただし、図に示された発明は本発明の
一実施形態を示すものであり、本発明をこれらの発明に限定することを意図しない。
【００１４】
　図１に示すように、本発明の植物栽培システム１は少なくとも複数の親水性構造体２を
備え、当該親水性構造体が隣接する他の親水性構造体との間に空隙３を有するように配置
されてなる培地４を構成し、当該培地４にて植物体５を栽培することができる。
【００１５】
　親水性構造体２は少なくともその表面に親水性材料を備え、その親水性材料の内部に大
量の水分を保持することが可能であり、植物体５はその根（特に根毛）を親水性構造体２
（詳細には親水性材料）の表面へ密着させ実質的に一体化させて、当該親水性材料中の水
または養液を摂取し成長することができる。
【００１６】
　「実質的に一体化」とは、植物体５の根毛細胞が親水性材料の表面に接着した状態を指
し、「接着」とは公知の手法に従って以下のように、親水性材料と植物体５との間の「剥
離強度」により定義することができる（特許第4142725号公報）。「剥離強度」は以下の
手法で求めることができる。フィルム状（厚さ３００μｍ以下程度、さらに好ましくは２
００～５μｍ程度、特に好ましくは１００～２０μｍ程度）にした親水性材料の表面上に
植物体５を定植し、３５日間後、植物体５の根元で茎葉を切断する。植物体５の茎がほぼ
中心になるように、植物体５の下の当該親水性材料を巾５ｃｍ（長さ：約２０ｃｍ）に切
断して試験片とする。クリップを付けたばね式手秤に、上記試験片の一端を固定して、試
験片の自重を計測した後、試験片の中心にある茎を手で持ち、下方に緩やかに引き下げて
、当該親水性材料が離れる（または切断される）際の重量を計測する。この値から試験片
の自重の値を差し引き、得られた値を剥離強度とする。「接着」とはこのようにして測定
された剥離強度が１０ｇ以上、好ましくは３０ｇ以上、特に好ましくは１００ｇ以上であ
る状態を指す。この方法により植物体５と当該親水性材料とが「一体化」し得るか否か試
験することができる。
【００１７】
　植物栽培システム１にて栽培し得る植物体５の種類は特に限定されない。好ましくは、
潅水量の厳密な管理を必要とする種類、例えば、果樹やトマトなどが挙げられる。果樹や
トマトなどの果実は潅水量を減らすことによって甘みを増すことが知られている。
【００１８】
　「植物体」とは、本発明において植物の苗、種子、葉、茎、根、花、球根もしくはその
一部またはそれらの組み合わせを指す。培地４に植物体５を定植する際に、当該培地４の
上面に土や発泡スチロールなど適当な支持体を適宜配置しても良い。
【００１９】
　親水性構造体２は、少なくともその表面に親水性材料を備えていれば良く、その全体が
親水性材料より構成されていても良いし、あるいは下記にて詳述するように内部に疎水性
構造体や空隙を備えていても良い。
【００２０】
　親水性材料は親水性構造体２を介した植物体５の水または養液の摂取および植物体５の
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根の親水性構造体２との一体化を促進すべく、以下に示す所定の物理的特性（水分／イオ
ン透過性、水／グルコース透過性および耐水圧）を有するものが好ましい。親水性材料の
各特性については、公知の手法に従って以下のように測定することができる（特許第4142
725号公報）。
【００２１】
（水分／イオン透過性）
　親水性材料の水分／イオン透過性は、親水性材料をフィルム状（厚さ３００μｍ以下程
度、さらに好ましくは２００～５μｍ程度、特に好ましくは１００～２０μｍ程度）にし
て、当該親水性材料を介して水と塩水（０．５質量％）とを対向して接触させた際に、測
定開始４日後の栽培温度において測定した水側および塩水側の電気伝導度（ＥＣ）の差が
４．５ｄＳ/ｍ以下であることが好ましい。この電気伝導度の差は、さらに３．５ｄＳ/ｍ
以下であることが好ましい。特に好ましくは、２．０ｄＳ/ｍ以下である。この電気伝導
度の差は、当業者に公知の手法にしたがって、以下のように測定することができる。「ざ
るボウルセット」を使い、ざる上に親水性材料のフィルム（サイズ：２００～２６０×２
００～２６０ｍｍ）を乗せ、当該フィルム上に水１５０ｇを加える。他方、ボウル側に０
．５％塩水（ＥＣ：約９ｄＳ/ｍ）１５０ｇを加え、得られた系全体を食品用ラップで包
んで、水分の蒸発を防ぐ。この状態で、常温で放置して、２４時間毎に水側、塩水側のＥ
Ｃを測定する。
【００２２】
（水／グルコース透過性）
　親水性材料の水／グルコース透過性は、親水性材料をフィルム状（厚さ３００μｍ以下
程度、さらに好ましくは２００～５μｍ程度、特に好ましくは１００～２０μｍ程度）に
して、当該親水性材料を水とグルコース溶液とを対向して接触させた際に、測定開始後３
日目（７２時間）の栽培温度において測定した水側およびグルコース溶液側の濃度（Ｂｒ
ｉｘ％）の差が４以下であることが好ましい。この濃度（Ｂｒｉｘ％）の差は、より好ま
しくは３以下である。さらに好ましくは２以下、特に好ましくは１．５以下である。この
濃度（Ｂｒｉｘ％）の差は、当業者に公知の手法にしたがって、以下のように測定するこ
とができる。上記塩水試験と同様の「ざるボウルセット」を使い、ざる上に親水性材料の
フィルム（サイズ：２００～２６０×２００～２６０ｍｍ）を乗せ、当該フィルム上に水
１５０ｇを加える。他方、ボウル側に５％グルコース溶液１５０ｇを加え、得られた系全
体を食品用ラップで包んで、水分の蒸発を防ぐ。この状態で、常温で放置して、２４時間
毎に水側、グルコース溶液側の糖度（Ｂｒｉｘ％）を糖度計で測定する。
【００２３】
（耐水圧）
　親水性材料の耐水圧は、親水性材料をフィルム状（厚さ３００μｍ以下程度、さらに好
ましくは２００～５μｍ程度、特に好ましくは１００～２０μｍ程度）にした場合、耐水
圧として１０ｃｍ以上の水不透性を有することが好ましい。この耐水圧はより好ましくは
２０ｃｍ以上、さらに好ましくは３０ｃｍ以上である。耐水圧は当業者に公知の手法に基
づいてＪＩＳ Ｌ１０９２（Ｂ法）に準じた方法によって測定することができる。
【００２４】
　このような親水性材料は、各種イオン、アミノ酸、糖などの栄養素は吸収し、かつ保持
することができるが、細菌やウイルスなどは排除することが可能である。そのため親水性
材料が保持する水または養液は汚染されることはなく、当該親水性材料上の植物体５を安
全に栽培することができる。
【００２５】
　親水性材料には必要に応じて、水酸基（ＯＨ基）を導入しても良い。これにより根毛細
胞の親水性材料表面への密着性が向上し、親水性材料中に保持される水または養液の摂取
がより容易になり、植物体の成長の促進や栄養価の向上が可能となる。
【００２６】
　親水性材料は、公知の親水性材料から適宜選択して使用することが可能である。特に限
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定されないが、親水性材料としては、ポリビニルアルコール（ＰＶＡ）、セロファン、酢
酸セルロース、硝酸セルロース、エチルセルロース、ポリエステル等の親水性材料を用い
ることができる。
【００２７】
　親水性構造体２は粒状の形状を有する。本発明において「粒状」とは、隣接する親水性
構造体２との間に一以上の空隙３が形成され得る限りどのような形状であっても良く、平
面、湾曲面、凹凸面、突起またはそれらの組み合わせを含む形状、例えば球状、テトラポ
ット状、円柱、凹面体、凸面体等（これらに限定されない）が挙げられる。また、本発明
における「粒状」には、特定の形状を有さない不定形の形状も含む。ただし、隣接する親
水性構造体２の面と面が隙間なく密接して配置され、隣接する親水性構造体２との間に空
隙３が生じ得ないまたは生じにくい形状（例えば、立方体）は、本発明における「粒状」
として好ましくない。親水性構造体２の形状が「粒状」であることによって、隣接する親
水性構造体２と部分的に接し、隣接する親水性構造体２との間に空隙３を生じ、親水性構
造体２が構成する培地４に通気性および通水性を確保することができる。
【００２８】
　一つの親水性構造体２の大きさは体積にしておよそ5,000,000～0.05ｍｍ３、好ましく
は600,000～30,000ｍｍ３である。親水性構造体２の形状が球状である場合には、その直
径は200～0.5ｍｍ、好ましくは50～20ｍｍである。耕作地に親水性構造体を配置する場合
、例えば土壌に窪みを造成し止水シートを敷きシート上に親水性構造体を配置するには、
窪みの大きさよりも体積が大きすぎては作業性が悪くなるからである。また、耕作地の土
壌団粒構造より細かくなると根の生育や既存器具での作業性が悪くなるからである。
【００２９】
　親水性構造体２は後述するように、疎水性構造体を親水性材料で覆ったものであっても
良いし、あるいは疎水性構造体が親水性材料の内部に埋め込まれたものであっても良い。
本発明においては、このように疎水性構造体を内部に含む構造体も「親水性構造体」とい
う。
【００３０】
　培地４に含まれる親水性構造体２は、単一の形状および／または大きさを有するもので
あっても良いし、様々な形状および／または大きさを有するものであっても良い。
【００３１】
　親水性構造体２は、複数個の親水性構造体２を積み重ねて配置することによって、隣接
する他の親水性構造体２との間に空隙３を保持する培地４を形成する。「隣接する」とは
、隣り合う親水性構造体２の少なくとも一部分が接している状態を意味する。「積み重ね
る」とは、所定の範囲に所定の高さになるまで複数個の親水性構造体２を積み上げて配置
することを指し、親水性構造体２を接着剤等を用いて固定して配置することを意味しない
。培地４に所定量の空隙３が形成され得る限り、親水性構造体２をその形状に応じて規則
的に配置して積み重ねても良いし、ランダムに積み重ねても良い。
【００３２】
　親水性構造体２は、「積み重ねる」ことによってその面もしくはその一部、その辺もし
くはその一部、またはその端部もしくは頂部にて隣接する親水性構造体２と部分的に接し
、隣接する親水性構造体２との間に空隙３を生じる。従って、隣接する親水性構造体２の
面と面とを隙間なく密接して配置し、隣接する親水性構造体２との間に空隙３が生じない
配置（例えば、隣接する立方体の面と面を合わせて配置するなど）は、本発明において好
ましくない。
【００３３】
　親水性構造体２の外部に空隙３を設けることによって、親水性構造体２が構成する培地
４に通気性および通水性を確保することができる。
【００３４】
　「通気性」とは、培地４内の空気が培地４外へ、また培地４外の空気が培地４内へと移
動することが可能であり、培地４内への空気の送達および培地４外への空気の排気が可能
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であることを指す。当業者にとって明らかであるように、植物体の品種によっては根や根
毛への酸素供給が低下すると生育が著しく低下する場合があり、培地内の通気性確保は植
物栽培において極めて重要な要素である。
【００３５】
　「通水性」とは、培地４に供給された水または養液が培地４内の一部に留まることなく
、培地４内の親水性構造体２に広く行き渡ることが可能であり（給水）、また親水性構造
体２に吸水されなかった過剰量の水または養液が培地４内の一部に留まることなく、培地
４外へ排水することが可能であることを指す（排水）。通水性が乏しいと、植物体５への
潅水が不十分となったり、培地４内の通気性が低下し植物体の生育が低下したり、また排
水が培地４内の一部に留まることによってウイルスや細菌の繁殖を招き好ましくない。
【００３６】
　培地４における空隙３の割合（以下、空隙率と記載）は、好ましくは６６．６％以下、
６０％以下、５０％以下、４０％以下、３０％以下、２０％以下であり、さらに好ましく
は４０％以下かつ１０％以上、特に好ましくは３０％以下かつ２０％以上である。培地４
における空隙率が大きすぎると、培地４における親水性構造体２の割合が減少し結果とし
て培地４の保水性が低下するため好ましくない。逆に、培地４における空隙率が小さすぎ
ると、培地４における親水性構造体２の割合が増大し結果として培地４の通気性および通
水性が低下するため好ましくない。
【００３７】
　培地４内において空隙３は別の一または複数の空隙３と、通気性および通水性が確保で
きる程度において連通していることが好ましい。
【００３８】
　好ましくは、培地４は球状の親水性構造体２を面心立法格子構造または六方最密充填構
造に積み重ねることによって形成される。
【００３９】
　親水性構造体２は、着色されていても良い。親水性構造体２は着色されることによって
遮光性を獲得し、培地４に用いられた際に植物体５の根にあたる光を遮ることができる。
植物体の品種によっては、光の照射下では根の発育が阻害されるものが存在する。そのよ
うな植物体を植物栽培システム１に定植する場合、着色された親水性構造体２を用いるこ
とによって当該植物体の根にあたる光を遮ることができ、根の発育、さらには根毛の発生
を促進することができ有利である。
【００４０】
　親水性構造体２の着色は公知の着色顔料や着色染料を用いて行うことができる。着色染
料としては、天然染料や合成染料を利用できる。着色顔料については、無機顔料として天
然無機顔料や合成無機顔料、有機顔料としてアゾ系顔料や多環式顔料などを利用できる。
用い得る着色顔料や着色染料としては、親水性構造体２に遮光性を付与すべく濃色のもの
が好ましく、特に好ましくは黒色系のものである。また、用い得る着色顔料や着色染料と
しては、水に非溶解性または難溶解性のものが好ましい。水に非溶解性または難溶解性の
着色顔料や着色染料を用いることによって、親水性構造体２に含まれる水または養分にこ
れら着色顔料や着色染料が溶解せず、植物体５への影響を抑えることができる。このよう
な性質を保持する着色顔料として詳細には、無機顔料のアイボリーブラック、カーボンブ
ラック、マルスブラック、ピーチブラック、ランプブラックや、有機顔料のアニリンブラ
ック等が挙げられるが、これらに限定されない。
【００４１】
　親水性構造体２の着色は、上記着色顔料や着色染料を親水性構造体２（詳細には親水性
材料）の表面に塗布しても良いし、親水性構造体２を構成する親水性材料に混合すること
によって行っても良い。あるいは、後述の疎水性構造体を着色することによって行っても
良い。
【００４２】
　培地４に含まれる親水性構造体２のうち、全ての親水性構造体２が着色されていても良
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いし、一部の親水性構造体２のみが着色されていても良い。一部の親水性構造体２のみが
着色されている場合において、着色された親水性構造体２の位置は少なくとも植物体の根
を遮光し得る限り、どのように配置されても良い。培地４に含まれる着色された親水性構
造体２は、全て同じ色で着色されていても良いし、別個の色で着色されていても良い。
【００４３】
　親水性構造体２は、その内部および／または親水性材料部分に養分を含めることができ
る。親水性構造体２の内部および／または親水性材料部分に養分を含めることによって、
植物体５はその根（特に根毛）を親水性構造体２（詳細には親水性材料）の表面へ密着さ
せ実質的に一体化させて、当該親水性材料を介して養分を摂取し成長することができる。
また、親水性構造体２の内部および／または親水性材料部分に養分を含めることによって
、根の発育、さらには根毛の発生を促進することができる。
【００４４】
　親水性構造体２の内部および／または親水性材料部分への養分の含ませ方は、養分の成
分、定植する植物体の品種および栽培方法などに応じて適宜選択することができる。例え
ば、養液の形態とした養分に親水性構造体２を含浸させて含ませても良いし、親水性構造
体２を構成する親水性材料に予め混合して含ませても良い。あるいは、親水性構造体２の
内部に設けられた内腔に、固体、液体またはゲル状態の養分を充填することによって含ま
せても良い。
【００４５】
　親水性構造体２の内部および／または親水性材料部分へ含ませる養分としては、植物体
５の種類および栽培方法などに応じて適宜選択することができ、植物の肥料成分として有
用であることが公知の元素、例えば、窒素（N）、リン（P）、カリウム（K）、窒素（N）
、リン（P）、カリウム（K）、カルシウム（Ca）、酸素（O）、水素（H）、炭素（C）、
マグネシウム（Mg）、イオウ（S）、鉄（Fe）、マンガン（Mn）、ホウ素（B）、亜鉛（Zn
）、モリブデン（Mo）、銅（Cu）、塩素（Cl）、ナトリウム（Na）、ケイ素（Si）、コバ
ルト（Co）、アルミニウム（Al）等が挙げられる。養分として、これら元素を単体で含ん
でも良いし、複数を組み合わせて含んでも良い。親水性構造体２の内部および／または親
水性材料部分においてこれらの元素はイオン形態、分子形態、塩形態など種々の形態で存
在しても良い。
【００４６】
　一実施形態において、定植させる植物体５に適した養分を含有する親水性構造体２を調
製することによって、当該植物体５に適した培地４を構成することが可能である。あるい
は、それぞれ含有する養分が異なる親水性構造体２を調製し、それらを適宜組み合わせる
ことによって、定植させる植物体５に適した培地４を構成することも可能である。例えば
、ある植物体５において最適な培地４の養分とその比率（ｇ）が、窒素：リン：カリウム
＝１０：５：８である場合、該当する養分を含有する親水性構造体２を当該比率に応じて
培地４内に含めることによって容易に最適な培地４を形成することができる。この場合、
窒素を含有する親水性構造体２（Ｎ）、リン含有する親水性構造体２（Ｐ）およびカリウ
ムを含有する親水性構造体２（Ｋ）をそれぞれ準備し（それぞれ同量（ｇ）の養分を含む
）、培地４における各親水性構造体２の個数の比率をＮ：Ｐ：Ｋ＝１０：５：８としても
よいし、各親水性構造体２の重量が均一であれば培地４における各親水性構造体２の重量
の比率を１０：５：８としてもよい。養分を含有する親水性構造体２を利用することによ
って、使用者の目的に応じた培地４を適時に適量、簡単に用意することができ便利である
。
【００４７】
　親水性構造体２は、含有する養分に応じて別個の色で着色されていても良い。親水性構
造体２を別個の色で着色することによって、含有する成分を明確に判別でき混同を避ける
ことができ、上記のように培地を調整する際に有利である。
【００４８】
　親水性構造体２は、培地４内にて積み重ねられた際に生じる空隙３を維持すべく、自重
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ならびに培地４内の他の親水性構造体２、植物体５、および水または養液による加重、吸
水等に対して物理的に安定しており、形状を変形させることなく維持できるものでなけれ
ばならない。
【００４９】
　そこで一実施形態において、親水性構造体２は、分子架橋構造を有する親水性材料を含
むことができる。親水性材料を構成する分子間の架橋（架橋構造化）により、親水性材料
の結晶度を高めることができ物理的に安定した親水性構造体２を形成することができる。
親水性材料を構成する分子の架橋化は、親水性材料に架橋剤を加えることによって行うこ
とができる。架橋剤は当業者に公知の一般的なものを使用することができ、用いる親水性
材料や目的の架橋度に応じて適宜選択することができる。公知の架橋剤として例えば、グ
リオキザール、グルタールアルデヒド、ジアルデヒドデンプン、水溶性エポキシ化合物、
メチロール化合物等が挙げられるがこれらに限定されない。
【００５０】
　また別の実施形態において、親水性構造体２はその内部に疎水性構造体を有していても
良い。親水性構造体２にて疎水性構造体は親水性材料に覆われた状態で存在し、あるいは
疎水性構造体が親水性材料の内部に埋め込まれた状態で存在し、親水性構造体２の骨組み
または支持体として機能し、親水性構造体２に物理的安定性を付与する。疎水性構造体は
特に限定されることなく、木材、金属、ガラス、セラミック、石材および樹脂などより形
成することができる。疎水性構造体の形状は、親水性構造体２に物理的安定性を付与し得
る範囲で適宜選択することができるが、形成される親水性構造体２の形状と対応している
ものが好ましい。
【００５１】
　親水性構造体２が、分子架橋構造を有する親水性材料および／または疎水性構造体を備
えることによって、自重および植物体５や親水性構造体２を積み重ねることによる加重に
よる変形ならびに吸水による親水性材料の著しい膨張を防ぐことができ親水性構造体２の
体積変化を抑えることができる。これにより培地４内の空隙率が著しく低下することを防
ぐことができ培地４内の通水性や通気性を確保することができる。また、親水性構造体２
が、分子架橋構造を有する親水性材料および／または疎水性構造体を備えることによって
、上記養分を充填するための内腔を親水性構造体２内部に確保することができる。
【００５２】
　本発明の植物栽培システム１は上記親水性構造体２に加えて、さらに空隙構造体６を含
んでも良い。
【００５３】
　空隙構造体６はその内部に空隙を有し、その表面に当該空隙まで到達する一または複数
の開口部を有する。
【００５４】
　親水性構造体２のみを複数積み重ねてなる培地４中に形成される空隙３には、植物体片
などのゴミが蓄積する可能性があり、培地４内の空隙率が徐々に低下する可能性が考えら
れる。そこで当該空隙構造体６を親水性構造体２と組み合わせて培地４に含めることによ
って、培地４内に空隙構造体６がもたらす空隙を少なくとも確保することができ、所望の
空隙率を維持することができる。
【００５５】
　空隙構造体６を構成する材料は、空隙構造体６が培地内においてその形状を維持でき、
かつ給水による形状変化を生じない限り任意の材料から適宜選択することが可能であり、
特に限定されない。好ましくは、空隙構造体６を構成する材料は疎水性材料であり、例え
ば、木材、金属、ガラス、セラミック、石材および樹脂などより選択することができる。
【００５６】
　空隙構造体６の形状は、その内部に空隙を有し、その表面に当該空隙まで到達する一ま
たは複数の開口部７を有する限りどのような形状であっても良く、球状、テトラポット状
、円柱、凹面体、凸面体等が挙げられる（図２）。ただし、隣接する親水性構造体２およ
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び／または空隙構造体６の面と隙間なく密接して配置され、隣接する親水性構造体２およ
び／または空隙構造体６との間に空隙３が生じ得ないまたは生じにくい形状は好ましくな
い。
　培地４内に含める空隙構造体６の数は、所望の空隙率に応じて適宜決定することができ
る。
【００５７】
　空隙構造体６が備える開口部７の大きさは特に限定されることなく、生じ得るゴミの大
きさに応じて適宜選択することができる。開口部７の大きさの選択に際しては、開口部７
の大きさは小さいほどゴミが空隙構造体６内部の空隙に侵入してくるのを防ぐことができ
有利である一方、開口部７の目詰まりを生じやすく培地４内の通気性および通水性の低下
を招く点に留意すべきである。好ましくは開口部７の大きさは空隙構造体６の表面積の１
～２０％の範囲で適宜選択する。開口部７の形状は生じ得るゴミの大きさや形状に応じて
適宜選択することができ、特に限定されないが、好ましくは円筒形である。
【００５８】
　空隙構造体６の大きさは体積（開口部７および空隙部分の体積も含む）にしておよそ5,
000,000～0.05ｍｍ３、好ましくは600,000～30,000ｍｍ３である。空隙構造体６の形状が
球状である場合には、その直径は200～0.5ｍｍ、好ましくは50～20ｍｍである。また、空
隙構造体６の形状が球状であり上記の大きさを有する場合において、開口部７の形状が円
形である場合、円形の直径は空隙構造体の直径より小さく40～0.1ｍｍ、好ましくは10～4
ｍｍである。
【００５９】
　空隙構造体６の大きさは親水性構造体２とほぼ同じ大きさでも、異なる大きさであって
も良いが、両者はほぼ同じ大きさであることが好ましい。
【００６０】
　本発明の植物栽培システム１はさらに、親水性構造体２および空隙構造体６（必要に応
じて）を収容する収容部８を備え、当該収容部８にて複数の親水性構造体２や空隙構造体
６が積み重なって空隙３を保持する培地４を構成する（図３）。植物栽培システム１にお
いて培地４を収容部８に収容することによって、植物栽培システム１の操作が容易になる
と共に、空隙３を保持する培地構造を維持することができる。
【００６１】
　収容部８の形状は、シート状、プレート状、フィルム状、トレー状、容器状等（これら
に限定されない）いずれの形状であっても良く、植物栽培システム１の用途や規模、定植
する植物体５の品種、培地４の体積に応じて適宜選択することができる。好ましくは収容
部８の形状は容器状である。
【００６２】
　収容部８はいずれの材料で形成されていても良く、植物栽培システム１の用途や規模、
定植する植物体の品種、培地の体積に応じて適宜選択することができ、例えば、不織布、
多孔質材、木材、金属、ガラス、セラミック、石材、樹脂およびそれらの組み合わせ（特
にこれらに限定されない）より形成され得る。
【００６３】
　好ましくは収容部８は防水性を備える。収容部８が防水性を備えることによって、植物
栽培システム１内部の水分が外部環境へと漏出することを防ぎ、かつ外部環境の水分が植
物栽培システム１内部に侵入してくるのを防ぐことができる。これにより当該システム１
からの排水（特に肥料成分などの化学物質を含有する養液を含む）が外部環境に流出しな
いために、当該外部環境の汚染を防ぐことができ、また逆に当該外部環境の汚染（例えば
、土壌汚染およびウイルスや細菌などの感染）から当該システム１を保護することができ
る。
【００６４】
　防水性は収容部８が疎水性材料（例えば金属、ガラス、セラミック、石材、樹脂および
それらの組み合わせ等）から構成されるか、または覆われることによって付与することが
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できる。
【００６５】
　本発明の植物栽培システム１はさらに、培地４に水または養液を供給するための潅水装
置９を備えても良い。潅水装置９は培地４に水または養液を供給し得る限りどのような形
態であっても良く特に限定されないが、例えば培地上、培地中、または培地下に設置され
た潅水チューブより水または養液を供給する潅水装置９（図４）、植物栽培システム１の
上方（例えば、屋内やハウス内であれば天井）に設置された散水装置より霧状に水または
養液を供給する潅水装置９などが挙げられる。
【００６６】
　本発明の植物栽培システム１はさらに、植物栽培システム１中に存在する過剰量の水ま
たは養液を排水するための排水装置を備えても良い。「過剰量の水または養液」とは、親
水性構造体２に吸水されることなく、培地中の空隙３や収容部８（特に、収容部８が防水
性を備える場合）上に存在する水または養液を指す。当該過剰量の水または養液が培地中
に存在すると、培地内の通気性が低下し、また当該過剰量の水または養液にゴミが混入す
ることによってゴミにより空隙３が塞がれ培地内の通気性および通水性の低下を招く。ま
た、培地中に滞留する水または養液においてウイルスや細菌の繁殖を招く。排水装置は過
剰量の水または養液を培地外に排水し得る限りどのような形状であっても良く、例えば上
記収容部８に培地外に効率的に過剰量の水または養液を導くために設けられた傾斜面、傾
斜部、溝などの構造であっても良いし、あるいは過剰量の水または養液を強制的に培地外
に排出するためのポンプ等であっても良い。排水された水または養液は回収して再利用す
ることが可能であり、また排水成分の検査（例えば、細菌やウイルスの検知）により植物
栽培システム１の環境を健全に保つことに寄与する。
【産業上の利用可能性】
【００６７】
　本発明の植物栽培システムは、複数の親水性構造体が隣接する他の親水性構造体との間
に空隙を有するように配置されてなる植物栽培用の培地を備え、当該親水性構造体による
優れた保水性、ならびに培地内の空隙による優れた通気性および通水性を備えた植物栽培
システムである。これらの特徴から、本発明の植物栽培システムは植物体を効率的かつ安
定して生育させることができ、植物栽培の新たなシステムとして期待される。
【符号の説明】
【００６８】
１植物栽培システム
２親水性構造体
３空隙
４培地
５植物体
６空隙構造体
７開口部
８収容部
９潅水装置
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